
 最近地震が多いですね。６月１４日に起きた

「岩手・宮城内陸地震」に続いて、７月２４日に

も青森で震度６強の大地震が起きました。 

 どちらも地震の規模が震度６強と大きかった割

には、被害が少なかったなと誰もが感じたと思い

ます。そこで、今回はなぜ被害が少なかったのか

について、「岩手・宮城内陸地震」を中心に書い

てみました。 

 

 「岩手・宮城内陸地震」では、マグニチュード

７．２、最大震度は６強という大地震（阪神大震

災に匹敵）であったにもかかわらず、建物の被害

はそれほど目立たなかったため、皆さんの記憶か

ら遠のいているかもしれません。 

 そもそも震度とは何でしょうか。 

 震度は地震が起こったときの、ある地点での

「揺れの強さ」を表すとされています。地震の規

模の大きさをマグニチュードといいますが、同じ

地震でも場所が変われば揺れの強さも変わるの

で、震度の値は無数にあることになります。例え

ば、1つのある地震について、震源に近 い地点で

は揺れが強くなるので震度は大きくなる傾向があ

り、震源から離れると揺れは減衰していくので、 

震度はだんだん小さくなっていく傾向にあります  

 まれに、距離が離れているのに震度が大きい場

所がみられるのは、地盤の質の違いによるのです 

 震度の計測法は、１９９５年の阪神・淡路大地

震までは、人が感覚によって７段階の基準で判断

していたため、ばらつきが生じていました。ま

た、震度６又は７の大地震の定義が、震度7は家

屋の倒壊率が30%以上というように、建物被害

と決められていたため、その判定には被害調査が

あ必要で震度が発表されるまでに非常に時間がか

かりました。そのため、大きな被害が生じた阪

神・淡路大地震では、この判断に時間がかかり、

救出活動などの対応が遅れてしまったのです。 

 そこで、１９９６年からはに、震度は地震発生

からわずかな時間で地震計によって観測された波

形からコンピュータによって算出されるように改

正され現在にいたっています。そのため、現在で

は「地震だ!」と思ってテレビをつけると、あっ

という間に震度情報が流れるのは、ご 存じの通

りです。現在の震度は、人の判断ではなく、地震

計とコンピュータによって「計測」されていると

いう意味で「計測震度」と呼ばれています。 

下記に気象庁震度階級関連解説表を載せました。 

 最近の東北地方で起きた２つの大地震が震度６

強と発表されましたが、家屋の倒壊が少ないこと

に驚いたのではないでしょうか。前記の気象庁の

震度階級の説明では、震度６強は「耐震性の低い

８月号 

発行日２００８年８月 グリーンレポート 
１ 級 建 築 士 
不動産コンサルタント  秋 山 英 樹   

ユニ総合計画の 

最近地震が多いですね！ 被害が少ないのはなぜ？ 

 

震度 
階級 

人間 屋内の状況 屋外の状況 木造建物 鉄筋コンクリー
ト造建物 

ライフライン 地盤・斜面 

Ⅰ 
人は揺れを感じない       

Ⅱ 
屋内にいる人の一部
が、わずかな揺れを感
じる 

電灯などのつり下げ物が、
わずかに揺れる。 

     

Ⅲ 
屋内にいる人のほとん
どが揺れを感じる。恐
怖感を覚える人もいる 

棚にある食器類が、音を立
てることがある 

電線が少し揺れる     

Ⅳ 
かなりの恐怖感があ
り、一部の人は、身の
安全を図ろうとする。
眠っている人のほとん
どが、目を覚ます 

つり下げ物は大きく揺れ､
棚にある食器類は音を立
てる。座りの悪い置物が、
倒れることがある 

電線が大きく揺れる。歩いて
いる人も揺れを感じる。自動
車を運転していて、揺れに気
付く人がいる 

    

Ⅴ

弱 

多くの人が、身の安全
を図ろうとする。一部
の人は、行動に支障を
感じる。 

つり下げ物は激しく揺れ､
棚にある食器類、書棚の本
が落ちることがある。座り
の悪い置物の多くが倒れ、
家具が移動することがあ
る 

窓ガラスが割れて落ちること
がある。電柱が揺れるのがわ
かる。補強されていないブロ
ック塀が崩れることがある。
道路に被害が生じることがあ
る 

耐震性の低い住宅
では、壁や柱が破損
するものがある 

耐震性の低い建物で
は、壁などに亀裂が生
じるものがある 

安全装置が作動し、ガ
スが遮断される家庭が
ある｡まれに水道管の
被害が発生し、断水す
ることがある。［停電す
る家庭もある］ 

Ⅴ

強 

非常な恐怖を感じる。
多くの人が、行動に支
障を感じる 

棚にある食器類、書棚の本
の多くが落ちる。テレビが
台から落ちることがある。
タンスなど重い家具が倒
れることがある。変形によ
りドアが開かなくなるこ
とがある。 

補強されていないブロック塀
の多くが崩れる。据え付けが
不十分な自動販売機が倒れる
ことがある。多くの墓石が倒
れる。自動車の運転が困難と
なり、停止する車が多い 

耐震性の低い住宅
では、壁や柱がかな
り破損したり、傾く
ものがある 

耐震性の低い建物で
は、壁、梁（はり）、柱
などに大きな亀裂が生
じるものがある｡耐震
性の高い建物でも、壁
などに亀裂が生じるも
のがある 

家庭などにガスを供給
するための導管、主要
な水道管に被害が発生
することがある。  
［一部の地域でガス、
水道の供給が停止する
ことがある。］ 

軟弱な地盤で、亀裂
が生じることがあ
る。山地で落石、小
さな崩壊が生じる
ことがある 

Ⅵ

弱 

立っていることが困難
になる 

固定していない重い家具
の多くが移動、転倒する｡ 
開かなくなるドアが多い 

かなりの建物で、壁のタイル
や窓ガラスが破損、落下する 

耐震性の低い住宅
では、倒壊するもの
がある。耐震性の高
い住宅でも、壁や柱
が破損するものが
ある 

耐震性の低い建物で
は、壁や柱が破壊する
ものがある。耐震性の
高い建物でも壁、梁、
柱などに大きな亀裂が
生じるものがある 

家庭などにガスを供給
するための導管、主要
な水道管に被害が発生
する。  
［一部の地域でガス、
水道の供給が停止し、
停電することもある。］ 

Ⅵ

強 

立っていることができ
ず､はわないと動くこ
とができない 

固定していない重い家具
のほとんどが移動、転倒す
る。戸が外れて飛ぶことが
ある 

多くの建物で、壁のタイルや
窓ガラスが破損、落下する。
補強されていないブロック塀
のほとんどが崩れる 

耐震性の低い住宅
では、倒壊するもの
が多い。耐震性の高
い住宅でも、壁や柱
がかなり破損する
ものがある 

耐震性の低い建物で
は、倒壊するものがあ
る。耐震性の高い建物
でも、壁､柱が破壊する
ものがかなりある 

ガスを地域に送るため
の導管、水道の配水施
設に被害が発生するこ
とがある。[一部の地域
で停電する｡広い地域
でガス、水道の供給が
停止することがある。] 

地割れや山崩れな
どが発生すること
がある 

Ⅶ 
揺れにほんろうされ、
自分の意志で行動でき
ない 

ほとんどの家具が大きく
移動し、飛ぶものもある 

ほとんどの建物で、壁のタイ
ルや窓ガラスが破損､落下す
る。補強されているブロック
塀も破損するものがある 

耐震性の高い住宅
でも、傾いたり、大
きく破壊するもの
がある 

耐震性の高い建物で
も、傾いたり、大きく
破壊するものがある 

［広い地域で電気、ガ
ス､水道の供給が停止
する｡］ 

大きな地割れ、地す
べりや山崩れが発
生し、地形が変わる
こともある 



 

 

 

 

住宅では、倒壊するものが多い。耐震性の高い住

宅でも、壁や柱がかなり破損するものがある」と

なっています。  
 これまでの我々の感覚では「震度５は揺れは大

きいが被害はそんなにない」「震度６はかなり被

害が出る」「震度７は阪神・淡路大地震のような

壊滅的な被害だ」という認識はかなり浸透してい

るため、震度６強という発表とその後に判明した

倒壊家屋数とに大きなギャップが生じるのです。  

 気象庁は「７月２４日に起きた岩手県沿岸北部

地震では、気象では「東北地方の太平洋側を中心

に震度４以上の地域が広がっています。岩手県と

青森県の沿岸部の一部には震度６弱以上の地域が

見られます。震度６弱以上のところでは、多くの

建物で壁のタイルや窓ガラスが破損、落下した

り、耐震性の低い住宅が倒壊するなどの被害を生

じている可能性があります」という速報を２時間

後に出していますが、現実には家屋の倒壊はな

かったと報道されています。 

 このことから、地震が大きければ家屋の被害が

大きいわけではないことが分かります。建物の崩

壊は地震の大きさだけでなく、地震の揺れの周期

と大きな関係があるのです（下図）。 

 
 この図は日本で起こった様々な地震について、

何秒の揺れの強さが実際の建物被害と対応してい

るかを示したものです。縦軸の相関係数が大きな

値の周期が建物被害と対応していると言えます。  

 これを見ると大ざっぱに言って、1-2秒という

0.1-1秒より長い周期の揺れの強さが実際の建物

被害と対応していることがわかります。 

 地震は、単に強い弱いだけでなく、ガタガタと

いう揺れ（１秒以下の短周期地震動）、ユサユサ

という揺れ（１～２秒のやや中周期地震動）、ユ

ラユラという揺れ（２～５秒の長周期地震動）が

複雑に混ざり合っているのです。このどの周期の

地震動が卓越しているのかにより地震の被害状況

が変わるのです。 

 人の感覚や室内物品の動きは短周期地震動に大

きく反応しますが、上図のように建物に関しては

１から２秒の中周期地震動に大きく反応し、この

地震波は「キラーパルス」とも呼ばれ、この地震

波が多かった阪神淡路大地震では家屋に大きな被

害が出たのです。次のスペクトル図（各振動数の

ゆれに分解した図で一番多く含まれているものを卓

越振動数という）で岩手・宮城内陸地震では強い地

震が0.2秒前後のに集中しているのが分かります 

これが被害が少なかった大要因なのです。 

 建物（構築物）は、それぞれの構造方式と建物

形態により、とても揺れやすい固有の振動数（力

をかけて放したときに１秒間に何回揺れるか）を

いくつか持っています。通常、建物の高さが高い

ほど、また材質が柔らかいほど、固有振動数は小さく

なりゆっくりとゆれます。それを固有周期（１÷固

有振動数）に直すと、人の体は0.12～0.15秒

（車はこの周期の振動を造らないように設計して

あるそうです）、木造住宅では、平屋で0.2～0.4

秒、２階建てで0.3～0.6秒、ビル物なら５～１０

階のコンクリート造で0.3～0.6秒、１０階建ての

鉄骨造で1.2秒前後です。地盤にも固有周期があ

り、岩盤で0.1秒、洪積層（山の手）で0.2～0.3

秒、沖積層（下町）で0.4～１秒、埋立地で１秒

以上です。そして、地震の周期と建物の振動数が

似通ったときに共振作用で非常に大きく揺れるの

です（下図）。これが共振現象で、古来多くの橋や

建物が共振現象で破壊しています。(兵隊がみんな

で行進したら橋が落ちた話や風に共振して橋が崩

壊した話は有名ですね。) 

 

 
  

 

 

 

 

 

 

 

 このように建物の被害に影響を与える原因は

様々な要素が関係します。東京の下町では現在の

木造は地盤と共振はし難いですが、山の手では共

振しやすいためより注意が必要になります。東北

地方の地震では、固有周期のやや長い伝統工法で

造られた木造住宅が多かったのと、初期に土壁が

崩壊して固有周期がさらに長くなり、地震が大き

な割には被害がでなかったと考えられています。 


